
IoTを活用した新産業モデル創出基盤整備事業／
研究開発項目⑥IoT技術を活用したライフデータの高度利用システムの開発

高齢者の健康増進・介護負担軽減のためのライフデータ利活用
プラットフォームの研究開発と実証検証

実施者名 シャープ株式会社 ＫＤＤＩ株式会社

概要

介護を未然に防ぐ健康増進サービス、介護サービスの効率化/負担軽減を、
生活空間で取得できるデータの活用によって実現する可能性について研究開
発を行います。データの活用にあたっては、メーカーや通信手段が異なるさ
まざまな機器のデータを一箇所に集約し、さらにそれを、さまざまなサービ
スが実際に利用できるようにするために、データの特性や受け渡しの手法、
セキュリティやプライバシー、さらには事業化に向けた契約といった観点で
の整備が必要になります。実証実験を通じてこれらデータ整備のあるべき姿
について検討し、提言を行います。

ポイント

・機器とサービスを直接連携するのではなく、データを一元管理する事業者
を通じて利活用をするための、セキュリティ、プライバシーの要件整理
・実際に取り扱うデータと、そのデータがどのような形で取得されたのかを
管理する付随情報を含めたデータカタログのあり方の検討
・将来の事業化を見据えて、実際に利用可能な企業間の契約に関するあり方
の検討

～高齢者向け健康増進サービス、負担の少ない介護サービス実現に向けて～

多岐に亘るメーカーの機器、及びサービスの利用データを

相互に有効活用するためのデータ連携の仕組みを研究開発

アクティブシニア向け
健康増進サービス

介護施設向け
介護負担軽減サービス

データ
相互活用

様々なメーカの機器データ、サービスデータを相互に活用できる環境を構築し
高齢者向け健康増進サービス、介護サービスの発展・拡大を目指す



■プラットフォーム／サービスの概要

家電、健康機器のデータをサービス事業者が活用しやすい形式で提供し、
高齢者向け新価値サービスの創造を目指す

・ 利用者が継続的に取り組める健康増進サービスの創出
・ 介護負担の軽減・効率化



IoTを活用した新産業モデル創出基盤整備事業／
研究開発項目⑥IoT技術を活用したライフデータの高度利用システムの開発

高齢者行動特性把握サービスに係る研究開発

実施者名 コニカミノルタ株式会社

概要

• 介護施設の高齢者居室にセンシング機器を設置し、 高齢者の行動
特性を把握。行動特性の把握を通じて社会課題である「介護スタッ
フの業務効率化」につながる訪室削減サービスなどの新サービスを
開発する。

• 将来的には在宅分野への展開を狙い、超高齢社会におけるスマート
ライフ市場の醸成に貢献する。

ポイント • 今まで感覚知化していた高齢者の行動特性の可視化
• データ分析に基づいた介護業務の推進

（事業イメージ）

高齢者の行動特性をセンシング
行動特性の分析を通じて介護スタッフの業務効率化を推進

データ連携プラットフォーム

コニカミノルタ
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行動検知

ドア開閉検知

ドア開閉検知 人感センサー

睡眠センサー
人感センサー

データ収集

室温センサー

行動/生活パターンの把握・分析

データカタログ
の策定

データ収集

介護士

訪室削減サービスの提供



IoTを活用した新産業モデル創出基盤整備事業／
研究開発項目⑥IoT技術を活用したライフデータの高度利用システムの開発

ライフデータを活用した会話ロボットによる
生活支援の研究開発

実施者名 シャープ株式会社

概要

生活の中で取得される多岐に亘るライフデータを会話ロボット本体やデータ
連携PFから入手し用いることで、会話ロボットによる効果的な生活・健康支
援サービスの研究開発を行います。今回の研究開発では、効果を高めるため
に、行動促進の働きかけを行う適切なタイミング、効果的なシナリオを研究
開発致します。また、離れて暮らす家族へは、高齢者の様子をより細やかに
伝える見守りサービスの研究開発を行います。

ポイント

・利用者に関わるデータを音声による促しや一元管理されたプラットフォー
ムから入手することで、入力の手間や入力忘れなく、多岐に亘るデータを
継続的に取得するための検討。
・利用者自らの能動的な会話や生活行為に頼るのではなく、会話ロボットか
らの音声による適切な促しにより、利用者の生活を支援する検討。
・効果的なシナリオを研究開発することで、利用者の行動を促進する検討。

～ライフデータの利活用による、生活・健康支援サービスの効果向上に向けて～

本体やデータ連携PFから入手した多岐に亘るライフデータを用い
高齢者の生活・健康を支援するサービスの研究開発

健康増進アドバイス
サービス

認知トレーニング
サービス

見守り
サービス

ねえねえ、
今日はお昼に
何を食べた？

今日は昨日より
沢山歩いたね！

たんぱく質が
ばっちりだよ！
次はビタミンを
摂ろうね！

対話から取得した食事データ、
データ連携PFから取得した健康
データを活用した、活動促進・健
康増進・食事アドバイスサービス

過去の行動データを利用し、
会話ロボットと一緒に記憶を
呼び起こし促す認知トレーニ

ングサービス

各種センサのデータ、及びロ
ボットと会話する声の状態から
状況を把握し、遠隔地の家族へ
状況を通知する見守りサービス

目標体重まで
あとちょっと
だね！

離れて暮らす
家族

今日は
一緒に
お出掛け
したよ

脳トレ
クイズだよ！

昨日の夜ごはんは
何食べた？

逆さ言葉
クイズー！

「カ・イ・ス」
ってなんだ？



■サービスの概要

本体やデータ連携PFから入手した多岐に亘るライフデータを活用し
生活・健康支援サービスの効果向上を目指す

健康増進アドバイス
サービス

認知トレーニング
サービス

見守り
サービス

IoTセンサー

開閉 人感

ｹﾞｰﾄｳｴｲ

体組成計血圧計

家庭用健康機器

ルーター

アクティブシニア 離れて暮らす家族

ウエアラブル
センサー

ライフデータ集約★データ
カタログ

データ取得 Web API IoT センサー IF

★データ連携PF

行動データ在宅有無 ・・・食事データ

健康増進ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
サービス

認知トレーニング
サービス

見守り
サービス

おばあちゃん
は今日は元気
そうだよ。
血圧は・・・

サービス用 IF

食事・栄養素
データ

A社 B社 C社 D社

さりげない
見守り

（各サービスのイメージ図）

・利用者の体重・体脂肪率、歩数
等の記録数が上がることや、食事
から得たエネルギー・栄養素など
が適正値により近づくことを検証

・利用者のトレーニング利用頻
度が上がることを検証

・遠隔地の家族の安心
度が上がること（アン
ケートより取得）を検
証

食事・運動アドバイス
人に寄り添った声かけ

データ集約
PF



IoTを活用した新産業モデル創出基盤整備事業／
研究開発項目⑥IoT技術を活用したライフデータの高度利用システムの開発

ライフデータを活用した健康相談サービスの研究開発

実施者名 セコム株式会社

概要

電話での健康相談サービスにおいて、有効かつ確度の高い健康相談を実現する
ため、利用者の相談履歴が参照可能な利用者データベースの構築、およびその
情報の提示方法と、健康相談の対応時、利用者からの口頭申告といった主観的
な情報に加えて、家庭内にある機器やIoTセンサからのライフデータをプラッ
トフォームに集約し、客観的な情報として活用する方法について研究開発を行
います。

ポイント

・受電時に電話番号から自動的に利用者を特定し、この利用者の対応に有効な
情報を過去の相談履歴をもとに生成する方法の検討
・確度の高い健康相談サービスを実現するために有効となるライフデータの種
類や、有効活用のための対応者向けの表示方法の検討

（事業イメージ）

～IoTを活用してアクティブシニアの健康促進を目指す～

確度の高い健康相談サービスを実現するために
相談履歴やライフデータを活用する仕組みを研究開発
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■サービスの概要

ライフデータ集約
データ
保存

サービス用 入出力

データ入力 センサー入力

Ａ社

センサーウエアラブル
センサー

室温・湿度血圧・体重 ・・・運動量

温度・湿度

通信装置

血圧計 体組成計

家庭用健康機器

★データ連携

ご利用者の電話番号と利用者情報の紐づけ、ＩｏＴセンサなどからの
ライフデータを活用し、確度の高い健康相談サービスを目指す

電話番号と利用者情報の紐づけ
電話番号と利用者情報を紐づけることで、
健康相談受電時、自動的に顧客情報を
自動表示させ、履歴の参照を可能にする

ライフデータの活用
ＩｏＴセンサなどからのライフデータを活用
することで、利用者申告以外の客観的な
情報を確認できるようにする

ルーター

Ｂ社 Ｃ社

利用者情報

活動量 歩数

健康相談サービス

健康相談時、
ライフデータを活用

健康相談受付時、
電話番号で利用者特定


